
戦略的パートナーシップの深化で

事
業
基
盤

宿泊増売と安定経営に貢献

組織強化

人
手
不
足
対
策
な
ど

支
援

会
員
メ
リ
ッ
ト
最
大
化

人財育成

ア
カ
デ
ミ
ー
を
通
じ
て

階
層
別
な
ど
研
修
強
化

送客から創客へ　連携強化
地域振興・観光振興

（１９） 第３２７０号第３種郵便物認可２０２５年（令和７年）６月９日（月曜日）

旅
ホ
連
支
部
会
員
と
Ｊ
Ｔ
Ｂ
営
業
社
員

に
よ
る
合
同
商
談
会
「
拡
大
キ
ャ
ラ
バ

ン
」
後
の
懇
親
会
で
あ
い
さ
つ
す
る
宮

﨑
会
長
（
２
０
２
４
年

月
）

旅館経営人財育成アカデミーのテーマ別研修。
「ガストロノミーツーリズム」をテーマにした
奈良県でのセミナー（年２月、今西酒蔵の
三輪伝承蔵）

旅
館
経
営
人
財
育
成
ア
カ
デ
ミ
ー
の
階
層
別
研
修
の
様
子

　
組
織
強
化
に
向
け
て
、
会

員
メ
リ
ッ
ト
の
最
大
化
に
つ

な
が
る
活
動
、
情
報
提
供
を

推
進
す
る
。

　
　
　
　
　
■
旅
ホ
連
共
済

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連
共
済
の
拡

充
と
認
知
拡
大
に
取
り
組

む
。
「
安
心
し
て
働
き
続
け

る
こ
と
が
で
き
る
就
業
環
境

づ
く
り
」
を
支
援
し
、
安
定

経
営
に
貢
献
す
る
。
Ｊ
Ｔ
Ｂ

旅
ホ
連
共
済
「
な
ら
で
は
」

の
有
用
性
、
優
位
性
を
周
知

し
、

年
度
は
、
加
入
者
２

万
３
千
人
、「
充
実
プ
ラ
ン
」

（
プ
ラ
ン
Ｂ
）
加
入
者
数
３

４
０
０
人
、
加
入
率

％
を

目
指
す
。

　
　
　
　
■
生
産
性
向
上
・

　
　
　
　
　
人
手
不
足
対
策

　
会
員
施
設
の
安
定
経
営
に

つ
な
が
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

の
提
供
、
生
産
性
向
上
と
人

手
不
足
対
策
の
支
援
に
向
け

て
、
次
の
取
り
組
み
を
支
援

す
る
。

　
・
旅
ホ
連
保
険
、
食
材
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
な
ど
、
Ｊ

Ｔ
Ｂ
旅
連
事
業
が
提
供
す
る

事
業
、
サ
ー
ビ
ス
の
活
用

　
・
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス

を
手
掛
け
る
Ｊ
Ｔ
Ｂ
ビ
ジ
ネ

ス
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
ズ
、
人
材

サ
ー
ビ
ス
を
担
う
Ｊ
＆
Ｊ
ヒ

ュ
ー
マ
ン
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

ズ
な
ど
の
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル
ー
プ

各
社
と
の
連
携
、タ
イ
ミ
ー
、

お
て
つ
た
び
な
ど
、
有
効
性

の
高
い
外
部
の
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
の
紹
介
と
活
用
促
進

　
・
旅
ホ
連
ニ
ュ
ー
ス
、
メ

ル
マ
ガ
の
旅
ホ
連
だ
よ
り
を

通
じ
た
人
手
不
足
対
策
＝
ス

ポ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
用
、
社

員
の
定
着
化
、
労
働
生
産
性

向
上
対
策
＝
Ｄ
Ｘ
活
用
な

ど
、
会
員
の
課
題
に
対
す
る

情
報
や
事
例
の
共
有

　
・
自
然
災
害
対
応
、
カ
ス

タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策

な
ど
、
危
機
管
理
意
識
の
向

上
に
つ
な
が
る
情
報
整
備
と

発
信
の
強
化

　
　
　
　
■
会
員
メ
リ
ッ
ト

　
会
員
メ
リ
ッ
ト
を
実
感
で

き
る
価
値
と
、
評
価
さ
れ
る

交
流
機
会
の
創
出
に
継
続
的

に
取
り
組
む
。

　
・
若
手
・
中
堅
社
員
層
へ

の
交
流
機
会
の
創
出

　
・
支
部
間
交
流
事
業
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
強
化
施

策
の
支
援

　
・
外
部
の
メ
デ
ィ
ア
連
携

に
よ
る
旅
ホ
連
活
動
の
ア
ピ

ー
ル
と
組
織
価
値
向
上
に
つ

な
が
る
取
り
組
み
の
強
化

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連
の
事
業
計

画
を
進
め
る
上
で
、
地
域
振

興
・
観
光
振
興
に
関
し
て
宮

﨑
会
長
は
「
旅
ホ
連
の
テ
ー

マ
は
、
地
域
自
ら
が
新
し
い

お
客
さ
ま
を
創
造
す
る
た

め
、
『
送
客
か
ら
創
客
へ
』

を
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
。
そ

の
土
地
な
ら
で
は
の
資
源
、

魅
力
を
存
分
に
生
か
し
た
価

値
あ
る
商
品
を
Ｊ
Ｔ
Ｂ
と
連

携
し
て
企
画
造
成
、
販
売
促

進
し
て
い
く
」
と
の
考
え
を

示
し
て
い
る
。

　
　
　
■
コ
ン
テ
ン
ツ
開
発

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
と
の
共
創
を
通
じ

て
、誘
客
に
つ
な
が
る
地
域

コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発
支
援
を

継
続
す
る
。同
時
に
、地
域
に

お
け
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
ヘ
の
高
い
意
識
の
定

着
に
向
け
て
取
り
組
む
。ま

た
、Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連
の

周

年
記
念
事
業
と
Ｊ
Ｔ
Ｂ
創
業


周
年
記
念
商
品
の
位
置
付

け
で
１
９
８
１
年
に
誕
生
し

た
、全
国
各
地
で
開
催
さ
れ

る
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト「
杜

の
賑
い
」に
象

徴
さ
れ
る
よ
う

な
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル

ー
プ
と
地
域
と

の
新
た
な
共
創

事
例
の
開
発
に

寄
与
す
る
。

■
エ
リ
ア
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン

　
観
光
Ｄ
Ｘ
、

観
光
地
整
備
・

運
営
支
援
、
エ

リ
ア
開
発
を
担

う
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
エ

リ
ア
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
事
業

や
、
交
流
の
力
で
持
続
可
能

な
地
域
づ
く
り
を
目
指
す
地

域
交
流
事
業
と
の
連
携
を
深

化
さ
せ
る
。
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
地
域

交
流
チ
ー
ム
と
の
連
携
に
よ

る
開
発
好
事
例
の
横
展
開
を

図
り
、
地
域
に
お
け
る
協
働

を
促
す
ほ
か
、
観
光
開
発
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
会
員
施
設

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
通
じ
、
事
案
創
出
の
最
大

化
に
貢
献
す
る
。
観
光
Ｄ
Ｘ

の
推
進
で
タ
ビ
ナ
カ
体
験
の

質
の
向
上
も
支
援
す
る
。

　
　
　
　
　
　
■
復
興
支
援

　

年
１
月
に
発
生
し
た
能

登
半
島
地
震
で
は
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ

ル
ー
プ
と
連
携
し
、
被
災
地

の
復
興
を
支
援
し
た
。
他
の

災
害
を
含
め
て
自
然
災
害
な

ど
に
対
す
る
風
評
被
害
対

策
、
反
転
攻
勢
に
向
け
た
主

体
的
な
取
り
組
み
を
継
続
す

る
。
Ｊ
Ｔ
Ｂ
と
の
連
携
に
よ

る
正
確
な
情
報
発
信
と
販
促

強
化
の
実
施
を
継
続
す
る
ほ

か
、
地
域
の
事
情
を
考
慮
し

な
が
ら
被
災
地
で
の
研
修
や

会
議
の
設
定
な
ど
の
支
援
を

継
続
す
る
。

　
人
財
育
成
の
課
題
に
つ
い

て
宮
﨑
会
長
は
「
人
手
不
足

は
産
業
界
全
体
の
現
下
の
課

題
だ
が
、
宿
泊
業
を
い
か
に

魅
力
あ
る
も
の
に
し
て
い
く

か
が
重
要
だ
。
旅
館
・
ホ
テ

ル
業
も
各
地
域
に
お
い
て
就

職
希
望
上
位
業
種
と
な
れ
る

よ
う
企
業
的
経
営
へ
の
転
換

に
向
け
、
宿
泊
サ
ー
ビ
ス
の

高
付
加
価
値
化
と
生
産
性
向

上
に
取
り
組
む
こ
と
が
喫
緊

の
課
題
」
と
指
摘
す
る
。

　
こ
の
た
め
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連

で
は
、人
財
育
成
を
重
視
し
、

各
種
施
策
を
展
開
す
る
。

　
　
　
　
■
メ
ニ
ュ
ー
提
供

　
旅
ホ
連
で
は
、
宿
泊
業
従

事
者
の
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
に

沿
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
、
コ
ン
テ

ン
ツ
の
提
供
に
注
力
し
て
い

く
。
旅
館
経
営
人
財
育
成
ア

カ
デ
ミ
ー
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
連
事

業
の
ほ
か
、
関
係
機
関
と
の

連
携
も
強
化
す
る
。

　
〈
採
用
期
〉
人
財
確
保
へ

の
積
極
的
な
取
り
組
み
支
援

（
人
財
に
関
す
る
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
）

を
多
面
的
に
行
い
、
情
報
の

告
知
を
強
化
す
る
。
ま
た
、

外
国
人
雇
用
促
進
へ
の
サ
ポ

ー
ト
を
充
実
さ
せ
る
。

　
〈
育
成
期
～
成
長
期
〉
多

く
の
会
員
が
活
用
で
き
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
。
宿

泊
業
に
お
け
る
階
層
別
に
適

し
た
研
修
を
実
施
す
る
（
若

手
社
員
の
自
律
意
識
醸
成
、

実
務
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
、
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
強
化
、
組
織
活
性

化
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
向
上

な
ど
）
。

　
〈
活
躍
期
〉
次
世
代
の
経

営
者
・
幹
部
候
補
の
人
財
育

成
支
援
と
し
て
、
経
営
力
強

化
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
と
の
エ
ン
ゲ
ー

ジ
メ
ン
ト
に
向
け
た
セ
ミ
ナ

ー
を
企
画
す
る
。
ま
た
、
提

携
し
て
い
る
大
学
の
経
営
者

向
け
公
開
講
座
へ
の
受
講
料

支
援
も
継
続
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
■
研
修

　
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
実
務
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
、
経
営
基
盤
強

化
、
専
門
力
向
上
に
つ
な
が

る
セ
ミ
ナ
ー
を
企
画
、
実
施

す
る
。
動
画
・
ｅ
ラ
ー
ニ
ン

グ
な
ど
、
リ
モ
ー
ト
で
学
べ

る
教
育
機
会
も
提
供
す
る
。

ま
た
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル
ー
プ
の

事
業
戦
略
と
連
動
し
た
セ
ミ

ナ
ー
や
宿
泊
増
売
に
つ
な
が

る
現
地
受
け
入
れ
研
修
、
個

人
宿
泊
研
修
な
ど
を
実
施
す

る
。

　
　
　
　
　
■
ア
カ
デ
ミ
ー

　
旅
館
・
ホ
テ
ル
の
人
財
育

成
を
支
援
す
る「
旅
館
経
営

人
財
育
成
ア
カ
デ
ミ
ー
」で

は
、
年
度
も
階
層
別
研
修

を
主
に
実
施
す
る
。講
師
は

い
ず
れ
も
パ
ワ
ー
パ
ー
ト
ナ

ー
・
ア
ン
ド
・
ト
ラ
ス
ト
代
表

取
締
役
の
安
達
太
氏
が
務
め

る
。安
達
氏
に
よ
る
研
修
は
、

受
講
し
た
旅
ホ
連
会
員
、Ｊ

Ｔ
Ｂ
社
員
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
で「
た
い
へ
ん
良
か
っ
た
」

と「
良
か
っ
た
」の
合
計
が
１

０
０
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

年
度
の
研
修
（
予
定
）

は
次
の
通
り
。

　
◎
若
手
社
員
研
修
（
目
標

・
主
体
性
の
向
上
）
研
修
メ

ニ
ュ
ー
＝
①
過
去
を
振
り
返

り
自
分
の
強
み
を
把
握
す
る

②
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
領

域
に
集
中
す
る
③
積
極
的
思

考
を
身
に
つ
け
る
④
あ
り
た

い
姿
を
描
く
⑤
責
任
を
体
現

す
る
⑥
ビ
ジ
ョ
ン
を
言
語
化

す
る

　
◎
人
を
動
か
す
幹
部
を
育

て
る
研
修
（
目
標
・
人
財
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
力
の
強
化
）
研

修
メ
ニ
ュ
ー
＝
①
３
大
学
習

法
と
育
成
方
法
②
リ
ー
ダ
ー

と
フ
ォ
ロ
ワ
ー
の
理
想
的
な

関
係
③
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
影

響
力
を
発
揮
す
る
あ
り
方
④

人
を
動
か
す
動
機
付
け
の
仕

方
⑤
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
仕

方　
◎
組
織
活
性
化
研
修
（
目

標
・
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

力
強
化
）
研
修
メ
ニ
ュ
ー
＝

①
チ
ー
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

基
礎
②
心
理
的
安
全
性
を
高

め
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
③

相
乗
効
果
を
発
揮
す
る
た
め

に
④
成
果
を
上
げ
る
チ
ー
ム

づ
く
り
⑤
自
部
署
の
課
題
抽

出
と
解
決
策
立
案

　
◎
コ
ー
チ
ン
グ
研
修
（
目

標
・
人
財
育
成
力
強
化
）
研

修
メ
ニ
ュ
ー
＝
①
コ
ー
チ
ン

グ
と
は
②
コ
ー
チ
と
し
て
の

あ
り
方
③
コ
ー
チ
ン
グ
に
必

要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ス
キ
ル
④
問
題
を
多
面
的
に

観
る
力
を
養
う
（
チ
ー
ム
コ

ー
チ
ン
グ
）

　
対
象
者
は
、
「
若
手
社
員

研
修
」
は
、
入
社
１
～
６
年

目
社
員
（
管
理
職
の
オ
ブ
ザ

ー
バ
ー
参
加
も
可
能
）
。
そ

の
他
の
研
修
は
、
経
営
者
、

次
世
代
経
営
者
、経
営
幹
部
、

女
将
、
若
女
将
、
管
理
職
、

現
場
リ
ー
ダ
ー
。

　
今
後
の
開
催
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
、
大
阪
６
月

日
（
若

手
社
員
研
修
）
▽
岡
山
６
月


日
（
同
）
▽
愛
媛
６
月


日
（
同
）
▽
沖
縄
７
月
７
日

（
コ
ー
チ
ン
グ
研
修
）
▽
沖

縄
７
月
８
日
（
若
手
社
員
研

修
）▽
岩
手
７
月

日（
同
）

▽
宮
城
７
月

日
（
同
）
▽

鹿
児
島
２
０
２
６
年
２
月
９

日
（
コ
ー
チ
ン
グ
研
修
）
▽

福
岡

年
２
月

日
（
若
手

社
員
研
修
）

　
テ
ー
マ
別
研
修
で
は
「
組

織
基
盤
強
化
」
に
向
け
た
テ

ー
マ
を
設
定
し
、
１
泊
２
日

研
修
を
実
施
す
る
。

年
度

は
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
、
サ
ー
ビ
ス
優
秀
旅
館
ホ

テ
ル
か
ら
学
ぶ
な
ど
の
研
修

を
予
定
し
て
い
る
。

　
非
対
面
で
の
研
修
で
は
旅

ホ
連
ネ
ッ
ト
「
や
ど
こ
む
」

で
、
経
営
、
財
務
な
ど
を
Ｗ

ｅ
ｂ
で
学
べ
る
動
画
に
、
カ

ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に

関
す
る
新
た
な
講
座
を
加
え

た
。
ま
た
、
引
き
続
き
３
０

０
講
座
以
上
を

時
間
受
講

で
き
る
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
「
ま

な
び
プ
レ
ミ
ア
ム
」
も
引
き

続
き
展
開
す
る
。

　
　
　
■
お
も
て
な
し
検
定

　
日
本
の
宿
の
接
遇
に
関
す

る
業
界
資
格
で
あ
る
「
日
本

の
宿
お
も
て
な
し
検
定
」は
、

宿
泊
客
と
応
対
す
る
旅
館
ス

タ
ッ
フ
の
育
成
、
接
遇
力
向

上
を
目
的
と
す
る
検
定
で
、

Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連
が
積
極
的
に

運
用
し
て
い
る
。
受
験
資
格

に
年
齢
、
国
籍
な
ど
の
制
限

は
な
く
、
近
年
で
は
外
国
人

の
受
験
者
も
増
加
し
て
い

る
。

　
検
定
は
３
段
階
の
設
定
。

３
級
（
基
礎
）
は
「
基
本
中

の
基
本
の
レ
ベ
ル
」
、
２
級

（
応
用
）
は
「
お
客
さ
ま
の

ご
満
足
と
明
確
な
プ
ラ
ス
評

価
を
い
た
だ
け
る
レ
ベ
ル
」、

１
級
（
指
導
）
は
「
お
も
て

な
し
の
知
識
・
実
務
能
力
を

発
揮
し
、
後
輩
を
指
導
、
育

成
で
き
る
レ
ベ
ル
」。３
級
、

２
級
は
ウ
ェ
ブ
試
験
。
１
級

は
実
技
、
面
接
試
験
も
行
わ

れ
る
。

　

年
度
は
、
３
級
の
受
験

者
数
が
２
０
１
４
人
、
合
格

者
数
が
１
２
９
５
人
（
合
格

率

・
３
％
）
。
２
級
の
受

験
者
数
が
６
８
７
人
、
合
格

者
数
が
４
９
８
人
（
同

・

５
％
）
。
１
級
は
会
員
１
人

が
合
格
、観
光
庁
を
訪
問
し
、

秡
川
直
也
長
官
に
合
格
の
報

告
を
行
っ
た
。
観
光
業
に
お

い
て
「
接
遇
の
指
導
者
」
と

認
定
さ
れ
た
１
級
合
格
者
は

累
計
で

人
。
今
年
度
の
１

級
試
験
は
５
月
に
終
了
し
て

い
る
。
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連
で
は

会
員
施
設
に
お
け
る
１
級
資

格
の
取
得
を
後
押
し
す
る
。

　

年
度
は
、
３
級
、
２
級

の
試
験
期
間
が
９
月

～


日
。
申
し
込
み
期
間
は
７
月

１
日
か
ら
で
、
団
体
は
９
月

２
日
締
め
切
り
、
個
人
は
９

月
９
日
締
め
切
り
。
Ｊ
Ｔ
Ｂ

旅
ホ
連
で
は
会
員
施
設
に
対

し
て
受
験
料
の
補
助
を
行
っ

て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
■
外
部
検
定

　
旅
ホ
連
で
は
、
日
本
ホ
テ

ル
教
育
セ
ン
タ
ー
主
催
の

「
ホ
テ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
実
務
検

定
」
「
和
食
検
定
」
の
受
験

を
奨
励
し
て
い
る
。
会
員
限

定
の
特
典
と
し
て
受
験
料
や

テ
キ
ス
ト
代
を
補
助
し
て
い

る
。
「
ホ
テ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
実

務
検
定
」
は
、
ホ
テ
ル
の
実

務
知
識
の
体
系
的
な
理
解
度

を
測
る
評
価
基
準
。
「
和
食

検
定
」
は
、
和
食
文
化
の
正

し
い
理
解
と
継
承
、
お
も
て

な
し
レ
ベ
ル
の
向
上
を
目
的

と
し
た
検
定
試
験
と
な
っ
て

い
る
。


